
 

 

 

教職員の懲戒処分等について 

 

 

被処分者 処分内容 処分理由 

県立学校 

主事 

（28歳） 

停職２月 

令和４年６月７日（火）から令和４年 12 月 19 日（月）

まで，家族の看護等に係る休暇及び新型コロナウイルス感

染症に係る休暇の取得要件に該当していないにもかかわら

ず，虚偽の申請を行い，合計 19 日と１時間 50 分の特別休

暇を不正に取得し，勤務を欠いた。 

また，校長，教頭及び総括事務長から特別休暇の取得理

由について確認された際，特別休暇を不正に取得している

ことを隠ぺいするため，虚偽の報告をした。 

これらのことは，職務に専念する義務を規定した地方公

務員法第 35 条及び信用失墜行為の禁止を規定した同法第

33条に違反する。 

上記の県立学校の校長及び総括事務長に対しては，「厳重注意」の行政措置を行うこととしま

した。 

 

【担当】 

教職員課 県立学校人事係長 中西 正典 

（内線）4922 

（直通電話）082‐513‐4922 

（e-mail）kyoushokuin@pref.hiroshima.lg.jp 

令和５年３月 24日付けで，次のとおり，懲戒処分等を行うことに決定しました。 

令和５年３月 24日 
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